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１．研究計画の概要 

日本の近世期、寛延から寛政年間（1748～
1800）に、江戸と上方で刊行された初期読本
を、（１）儒学・国学的思想の享受としての
面から、（２）説話の享受としての面から分
析し、読本の成立基盤を明らかにしようする
のが本研究の目的である。上方読本の都賀庭
鐘・伊丹椿園・建部綾足・上田秋成の作品、
また山東京伝や曲亭馬琴の文化５年刊頃ま
での読本作品の世界の背景を考える。上方と
江戸の作品に（１）（２）の面においてどの
ような差異があるのかに留意しながら、仏教
長編小説、怪談集、通俗軍談物、通俗白話小
説翻案集、浄瑠璃・歌舞伎作品、談義本、啓
蒙書、雑史、儒学・国学の書等の作品との影
響関係を調査する。特に、文芸作品にも大き
な影響を及ぼした仏書や勧化本、三教一致思
想の書からの影響や、教訓・説話的要素の濃
厚な仮名草子と談義本との係わりについて、
諸作品の書誌的調査も含めてデータを収集
し、考察していく。 
 
２．研究の進捗状況 

（１）平成１８年度 

国立国会図書館をはじめとする諸図書館
蔵の読本類の書誌調査と内容調査を行い、書
誌的事項と目録のデーターベース化を行っ
た。また、全集や雑誌に翻刻された作品につ
いて、内容調査を行い、関連する研究論文の
収集と内容分析を行った。初期読本から後期
読本へ展開する時期の作品類、特に山東京伝
と曲亭馬琴の初期作品を中心に、初期読本か
らの影響関係を考察した。 

（２）平成１９年度 

前年度に引き続き、諸図書館所蔵の読本の
書誌調査とそのデーターベース化の作業を
行った。調査対象は、京都大学図書館、広島
大学図書館所蔵本で、主に初期読本から後期
読本隆盛までの時期にあたる、寛延から文化
年間（1748～1817）の上方・江戸読本の書誌
調査を行い、体裁と内容の面における様式の
変遷を考察した。 

（３）平成２０年度 
 初期読本作品に影響を及ぼしたと思われ
る先行作品群について、書誌調査とデータベ
ース化を行った。特に読本の内容世界の基盤
を形成したと思われる近世前期に成立・流布
した作品群に焦点を当て、内容上の特徴と初
期読本を含めた後世文芸作品への影響につ
いて考察した。具体的には、寛文三年刊の怪
談集『曾呂里物語』から寛延二年頃成立の怪
談集『因幡怪談集』、明和九年刊の怪談集『怪
談記野狐名玉』、宝暦十一年刊の仏教長編小
説『勧化西院河原口号伝』への影響について
考察した。また『曾呂里物語』の本文翻刻お
よび書誌調査を『仮名草子集成』第４５巻に
て行った。書誌調査については、大谷大学図
書館、龍谷大学図書館、西尾市岩瀬文庫所蔵
の長編仏教小説、雑史、軍書、実録、仏教説
話、教訓書、仮名草子作品について行った。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 

 書誌調査およびデータベース作成につい
ては、読本に限らす、近世初期から文化文政
期までの、談義本・仏教説話・教訓書・儒書・
史書を含めた作品について調査収集中であ

研究種目： 基盤研究（Ｃ） 

研究期間：2006～2009 

課題番号：１８５２０１１６ 

研究課題名（和文） 近世初期読本における説話的背景と思想的基盤の研究 

  

研究課題名（英文） Research of The Story and The Thought on KINSEI-SYOKI-YOMIHON 

  

研究代表者  

湯浅 佳子（YUASA YOSHIKO） 

東京学芸大学・教育学部・准教授 

研究者番号：００２８２７８１ 



る現在 2000点ほどの作品について入力した。
書誌については、各図書館・文庫所蔵の作品
およそ 300 作品について調査を行った。 

作品の内容分析について、まず読本につい
ては、特に初期の江戸読本の山東京伝、曲亭
馬琴の読本を中心に考察を行った（「『旬殿実
実記』と『南総里見八犬伝』」、『南総里見八
犬伝名場面集』、『読本事典』）。 
 読本以前の作品については、草双紙の読本
との関わりについて考察した（『草双紙事
典』）。また近世初期怪異物語から読本への影
響について考察した（「『曾呂里物語』二話」、
「怪異説話の展開」、「『曾呂里物語』の類話」）。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 初期読本の成立の基盤となる近世中期・前
期の諸作品についての書誌および内容調査
を行い、初期読本への影響を考察する。特に
思想的・説話的影響が大きいと考えられる歴
史書、儒学書、仏書、仮名草子のジャンルに
注目し、作品の出版年表と書誌のデータベー
スを作成していく。書誌調査は京都大学図書
館、西尾市岩瀬文庫、東北大学附属図書館、
天理図書館所蔵作品を予定している。内容分
析については、初期読本に先行するジャンル
の説話的・思想的内容の変遷について考察す
る。具体的には、説話文芸や仏教説話からの
影響が顕著な曲亭馬琴・山東京伝の初期の読
本や、都賀庭鐘『本朝水滸伝』等の歴史的記
述の見られる上方の初期読本作品に注目し、
それらへ影響を与えたと思われる近世中期
怪異小説や通俗軍書、教訓書、思想書、史書、
仮名草子について、その歴史的記述、思想・
説話的な面からの影響について考察する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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